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蕭 

燕
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阿
片
戦
争
と
二
度
の
世
界
大
戦
に
挟
ま
れ
た
激
動
の
時
代
に
、
そ
の
生
涯
を
送
っ
た
、
一
人
の
女
流
詩
人
に
し
て
外
交
使
節
夫
人
が
い

た
。
単
士
釐
（

一

八

五

八

～

一

九

四

三

）
、
字
は
蕊
珠
、
号
は
受
茲
、
浙
江
省
蕭
山
の
人
で
あ
る
。
彼
女
の
著
作
に
は
、
『
受
茲
室
詩
稿
』
（

注

１

）
、

『
癸
卯
旅
行
記
』
三
巻
（
鍾
叔
河
主
編
『
走
向
世
界
叢
書
』
岳
麓
書
社
出
版 

一
九
八
五
年
）
、
『
帰
潜
記
』
、
『
清
閨
秀
正
始
再
続
集
初
編
』
之
一

～
之
四
、
『
清
閨
秀
芸
文
略
』
五
巻
が
あ
る
。
ま
た
、
永
江
正
直
『
女
子
教
育
論
』
一
巻
、
下
田
歌
子
『
家
政
学
』
の
訳
書
が
あ
る
（

注

２
）
。

夫
の
銭
恂(

一

八

五

三

～

一

九

二

七)

は
、
字
は
念
劬
、
浙
江
省
呉
興
の
人
で
、
魯
迅
と
共
に
語
絲
社
を
結
成
し
た
銭
玄
同
の
兄
で
あ
る
。
光
緒

二
十
四
年
（

一

八

九

八

）
、
湖
広
総
督
張
之
洞
が
留
日
学
生
を
派
遣
す
る
と
、
銭
恂
は
そ
の
監
督
を
命
じ
ら
れ
、
同
三
十
一
年
に
は
更
に
考

察
政
治
参
賛
官
と
な
っ
た
。
続
い
て
、
駐
露
西
亜
公
使
館
の
参
賛
に
任
じ
ら
れ
た
後
、
和
蘭
公
使
、
伊
太
利
公
使
を
歴
任
し
た
。 

本
論
文
は
、
『
受
茲
室
詩
稿
』
と
『
癸
卯
旅
行
記
』
に
お
け
る
、
単
士
釐
の
日
本
で
の
見
聞
の
み
に
焦
点
を
絞
り
、
彼
女
の
目
に
映
っ

た
二
十
世
紀
初
頭
の
明
治
日
本
は
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
か
、
日
本
を
知
る
こ
と
を
通
じ
て
自
国
文
化
へ
の
い
か
な
る
省
察
を

夫
銭
恂
と
共
に
単
士
釐
が
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
の
は
、
日
清
戦
争
に
敗
れ
て
四
年
後
の
一
八
九
九
年
（

光

緒

二

十

五

年

）

の
こ
と
で
あ

り
、
秋
瑾
が
服
部
宇
之
吉
夫
人
繁
子
の
勧
め
で
来
日
し
た
の
よ
り
五
年
早
か
っ
た
。
一
九
〇
三
年
、
彼
女
は
夫
と
共
に
日
本
を
発
ち
、
ロ

シ
ア
に
赴
い
た
。
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
『
癸
卯
旅
行
記
』
は
、
中
国
人
女
性
の
手
に
な
る
最
初
の
日
本
、
韓
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
の
旅
行

記
と
し
て
名
高
い
。
ま
た
、
本
書
は
東
ア
ジ
ア
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
訪
と
い
う
比
較
文
化
史
的
な
側
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
。 

       

は
じ
め
に 

  
単
士
釐
と
日
本 

― 

『
受
茲
室
詩
稿
』
と
『
癸
卯
旅
行
記
』
を
め
ぐ
っ
て 
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一
八
四
二
年
、
阿
片
戦
争
に
敗
れ
た
中
国
は
、
強
烈
な
屈
辱
と
挫
折
感
の
中
で
、
よ
う
や
く
外
国
の
情
勢
に
目
を
向
け
始
め
た
。
同
治

五
年
（

一

八

六

六

）
、
斌
椿
は
同
文
館
の
学
生
を
率
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
航
し
た
。
こ
れ
は
清
国
の
役
人
が
西
洋
諸
国
を
巡
歴
し
た
最
初

で
あ
る
。
そ
の
著
『
乗
槎
筆
記
』
は
、
清
末
の
役
人
が
書
い
た
初
め
て
の
西
方
見
聞
録
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
駐
英
・
駐
仏
の
大
臣
郭
嵩

燾
は
、
光
緒
元
年
（

一

八

七

五

）

に
『
使
西
紀
程
』
を
出
版
し
、
続
い
て
光
緒
二
年
、
商
工
業
代
表
の
李
圭
は
、
地
球
一
周
旅
行
の
後
、
『
環

遊
地
球
新
録
』
を
著
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
聞
記
は
、
清
国
の
役
人
や
商
工
業
界
人
士
の
目
に
映
っ
た
欧
米
世
界
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
一
方
、
阿
片
戦
争
以
後
、
清
国
人
の
手
に
な
る
最
初
の
日
本
見
聞
記
は
、
お
そ
ら
く
羅
森
（

字

は

向

喬

、

一

八

二

一

～

一

八

九

九

）

の

『
日
本
日
記
』
で
あ
ろ
う
。
羅
森
は
ペ
リ
ー
提
督
の
第
二
回
日
本
訪
問
の
際
、
香
港
か
ら
遠
征
隊
に
参
加
し
た
中
国
人
で
、
そ
の
時
の
随

行
記
で
あ
る
『
日
本
日
記
』
は
、
一
八
五
四
年
に
香
港
英
華
書
院
の
新
聞
「
遐
邇
貫
珍
」
に
掲
載
さ
れ
た
（

注

4
）
。
ま
た
、
日
清
戦
争
で

日
本
に
敗
れ
る
と
い
う
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
後
で
は
、
西
洋
を
は
る
か
遠
方
に
見
据
え
つ
つ
も
、
よ
り
近
い
明
治
日
本
を
媒
介
と

し
て
、
中
国
に
必
要
な
も
の
を
緊
急
に
摂
取
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
一
挙
に
強
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
外
へ
と
目
を
向
け
た
真
摯
な
中
国

知
識
人
が
、
日
本
に
赴
い
て
実
地
視
察
を
行
う
こ
と
も
一
層
盛
ん
に
な
っ
た
。
実
藤
恵
秀
氏
が
心
血
を
注
い
で
蒐
集
し
た
光
緒
年
間
刊
行

の
東
遊
日
記
は
、
二
百
二
十
七
種
以
上
に
も
の
ぼ
り
、
現
在
は
東
京
都
立
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（

注

5
）
。
こ
れ
ら
の
夥
し

い
東
遊
日
記
の
殆
ど
は
、
日
本
の
歳
時
風
俗
、
官
制
、
兵
器
、
教
育
制
度
、
学
界
、
文
士
、
書
籍
な
ど
の
多
方
面
に
亘
っ
て
具
体
的
に
述

迫
ら
れ
た
か
、
日
本
人
と
の
交
流
の
実
態
、
ま
た
異
文
化
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
文
学
的
感
受
性
を
も
っ
て
臨
ん
だ
か
、
な
ど
の
問
題
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
殆
ど
が
男
性
の
手
に
な
る
東
遊
日
記
の
系
譜
の
中
で
（

注

3
）
、
単
士
釐
の
日
本
見
聞
記

が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
の
か
も
検
討
す
る
。
最
後
に
、
以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
伝
統
と
近
代
の
は
ざ
ま
に
生
き
た
単
士
釐
が
、

中
国
女
流
文
学
史
上
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

一 

異
文
化
と
の
出
会
い
の
契
機 
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更
に
日
本
滞
在
中
、
単
士
釐
は
、
日
本
語
の
勉
強
の
た
め
に
福
島
安
正
の
『
単
騎
遠
征
録
』
を
翻
訳
し
て
い
る
（

注

8
）

が
、
こ
の
こ
と

こ
の
よ
う
な
帝
制
晩
期
か
ら
近
代
へ
の
過
渡
期
に
あ
た
っ
て
、
海
を
越
え
た
中
国
女
性
に
よ
る
、
最
初
の
異
文
化
接
触
を
綴
っ
た
見
聞

記
が
世
に
現
れ
る
に
は
、
日
本
で
単
士
釐
の
『
癸
卯
旅
行
記
』
が
出
版
さ
れ
る
一
九
〇
四
年
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（

注

6
）
。
し
か

し
、
単
士
釐
よ
り
前
に
、
彼
女
の
よ
う
に
外
交
使
節
の
家
族
と
し
て
海
外
へ
渡
っ
た
女
性
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
初

代
駐
英
公
使
郭
嵩
燾
は
任
地
に
妻
を
伴
っ
た
が
、
夫
人
は
「
閨
を
出
で
ず
」
と
い
う
古
い
伝
統
を
守
り
、
外
国
に
い
な
が
ら
西
洋
人
社
会

と
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
曾
紀
澤
の
妹
曾
紀
耀
は
兄
と
一
緒
に
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
へ
行
っ
た
経
験

が
あ
り
、
光
緒
五
～
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
、
中
国
に
い
る
妹
へ
手
紙
を
送
っ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
見
聞

に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い(
注

7)

。
光
緒
三
十
年
（

一

九

〇

四

）

に
刊
行
さ
れ
た
曾
樸
の
小
説
『
孽
海
花
』
で
は
、
駐
ド
イ
ツ
使
節
夫
人
の

保
守
的
な
考
え
方
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
夫
人
笑
道
：
「
…
、
聞
得
外
国
風
俗
、
公
使
夫
人
一
様
要
見
客
赴
會
、
握
手
接
吻
。

妾
身
出
身
名
門
、
萬
萬
弄
不
慣
這
種
腔
調
。
」
（
夫
人
は
笑
っ
て
言
っ
た
。
「
…
外
国
の
風
習
で
は
、
公
使
夫
人
も
お
客
に
会
い
、
宴
会
に
赴

き
、
お
客
と
握
手
や
キ
ス
な
ど
を
す
る
と
聞
き
ま
し
た
。
私
は
名
門
の
出
で
す
か
ら
、
絶
対
こ
の
よ
う
な
風
習
に
は
な
じ
め
ま
せ
ん
。
」
） 

べ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
日
本
事
情
を
把
握
す
る
に
は
非
常
に
よ
い
指
針
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。 

「
公
使
夫
人
」
の
外
国
人
と
触
れ
合
う
こ
と
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
お
そ
ら
く
伝
統
的
な
規
範
を
守
っ
て
き
た
当
時
の
女
性

の
考
え
方
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
単
士
釐
を
し
て
中
国
以
外
の
世
界
に
接
触
す
る
に
至
ら
し
め
た
も
の
は
、
単
に

外
交
使
節
夫
人
の
身
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
よ
り
大
き
な
理
由
は
、
単
士
釐
が
戦
争
物
語
や
旅
行
記
を
愛
読
し
、
並
は
ず
れ
た
好
奇
心

と
勇
気
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
彼
女
は
、
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
下
で
「
予
幼
時
喜
讀
二
百
數
十
年
前
塞
北
戰
爭
諸
記
載
、

其
誇
耀
武
功
、
雖
未
足
信
、
然
猶
想
見
色
楞
格
河
上
鐵
騎
胡
笳
之
聲
…
」
（
予
、
幼
時
よ
り
喜
ん
で
二
百
数
十
年
前
の
塞
北
戦
争
の
諸
の

記
載
を
読
む
、
其
の
武
功
を
誇
耀
せ
る
は
、
未
だ
信
ず
る
に
足
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
猶
お
色
楞
格

セ

レ

ン

ガ

河
上
の
鉄
騎
胡
笳
の
声
を
想
見
す

…
）
と
、
戦
記
に
描
か
れ
た
ま
だ
見
ぬ
地
域
の
風
景
に
思
い
を
馳
せ
、
未
知
の
世
界
を
体
験
し
た
い
と
い
う
意
欲
を
吐
露
し
て
い
る
。 
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は
彼
女
の
旅
へ
の
憧
憬
と
冒
険
心
を
、
よ
り
一
層
掻
き
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
明
治
二
十
五
年
二
月
、
ド
イ
ツ
公
使
館
付
武
官

の
福
島
は
帰
国
の
途
に
就
く
が
、
そ
の
際
、
軍
事
視
察
を
目
的
と
し
、
シ
ベ
リ
ア
横
断
を
計
画
し
た
。
彼
は
ベ
ル
リ
ン
を
出
発
し
、
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
、
ウ
ラ
ル
を
経
て
、
シ
ベ
リ
ア
に
入
り
、
苦
難
の
末
、
明
治
二
十
六
年
（

一

八

九

三

）

六
月
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
到
着
す
る
。

一
八
九
三
年
、
大
阪
朝
日
新
聞
社
の
記
者
を
勤
め
て
い
た
西
村
天
囚
は
、
福
島
中
佐
を
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
迎
え
、
旅
の
話
を
聞
き
、
そ

れ
を
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
百
二
十
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
。
こ
の
記
録
は
、
翌
年
『
単
騎
遠
征
録
』
と
し
て
出
版
さ
れ
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
横
断
の
画
期
的
な
記
録
と
し
て
当
時
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
話
題
と
な
っ
た
。
福
島
安
正
の
『
単
騎
遠
征
録
』
（
『
世
界
ノ
ン
フ
イ

ク
シ
ョ
ン
全
集
』
三
、
筑
摩
書
房 

一
九
六
〇

）
の
冒
頭
部
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。 

以
下
、
『
癸
卯
旅
行
記
』
に
記
さ
れ
た
単
士
釐
の
旅
の
経
路
と
日
程
を
簡
単
に
要
約
し
て
み
よ
う
。
巻
上
に
記
さ
れ
た
旅
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
一
九
〇
三
年
三
月
十
五
日
午
前
七
時
頃
、
汽
車
で
東
京
を
出
発
。
午
後
九
時
半
ご
ろ
大
阪
に
着
き
、
第
五
回
大
阪
内
国
勧
業

博
覧
会
と
、
堺
の
水
族
館
を
見
学
。
三
月
二
十
一
日
、
大
阪
か
ら
神
戸
に
出
て
西
京
丸
に
乗
船
し
、
二
十
三
日
に
長
崎
に
到
着
し
た
。
計

ら
ず
も
西
京
丸
が
座
礁
す
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
二
十
六
日
ま
で
長
崎
に
滞
在
し
て
か
ら
薩
摩
丸
に
乗
り
換
え
、
二

興
味
深
い
こ
と
に
、
二
つ
の
旅
行
記
の
冒
頭
で
描
か
れ
た
、
見
送
り
の
場
面
や
小
雨
模
様
の
天
気
は
、
非
常
に
似
通
っ
て
い
る
。
旅
の
目

的
や
方
向
は
全
く
異
な
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
単
士
釐
は
福
島
安
正
の
『
単
騎
遠
征
録
』
を
強
く
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。 

一
方
、
単
士
釐
は
一
九
〇
三
年
に
日
本
か
ら
ロ
シ
ア
に
向
か
っ
た
の
だ
が
、
出
発
当
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
書
き
綴
っ
て
い
る
。 

明
治
二
十
五
年
二
月
十
一
日
、
…
友
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
の
城
外
ま
で
送
っ
て
、
…
帽
子
を
あ
げ
て
別
れ
を
告
げ
る
。
…
翌
十
二
日
午

前
九
時
三
十
分
出
発
、
友
と
手
を
握
っ
て
再
会
を
約
し
…
…
。
時
に
細
雨
は
さ
む
ざ
む
と
落
ち
、
北
風
き
び
し
く
吹
き
渡
る
。 

二
月
十
七
日
（
陽
三
月
十
五
日
）
家
人
之
外
、
同
國
人
、
日
本
人
送
行
者
數
十
。
汽
笛
一
聲
、
春
雨
溟
濛
、
遂
就
長
途
。
（
二
月
十

七
日
（
陽
三
月
十
五
日
）
家
人
の
外
、
同
国
人
、
日
本
人
の
送
行
す
る
者
数
十
人
。
汽
笛
一
声
、
春
雨
溟
濛
と
し
て
、
遂
に
長
途
に

就
く
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
上
） 
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巻
中
は
、
五
月
二
日
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
出
発
し
、
中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
を
経
由
し
て
、
五
月
十
三
日
に
満
州
里
に
到
着
す

る
ま
で
の
行
程
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
下
は
、
五
月
十
三
日
に
満
州
里
を
出
発
し
、
十
五
日
に
バ
イ
カ
ル
湖
を
観
光
、
二
十
三
日
に

は
モ
ス
ク
ワ
、
そ
し
て
二
十
六
日
の
午
後
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
到
着
す
る
ま
で
の
日
々
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。 

十
八
日
に
よ
う
や
く
上
海
呉
淞
口
に
着
い
た
。
そ
れ
か
ら
暫
く
故
郷
に
帰
省
し
て
い
た
が
、
四
月
十
一
日
に
上
海
で
弘
済
丸
に
乗
り
、
十

三
日
に
長
崎
に
着
い
た
が
、
ロ
シ
ア
往
き
の
船
を
待
つ
た
め
十
九
日
ま
で
再
び
長
崎
を
観
光
し
た
。
十
九
日
に
長
崎
か
ら
伊
勢
丸
に
乗
船

し
、
二
十
日
に
韓
国
の
プ
サ
ン
に
着
い
た
。
二
十
八
日
に
プ
サ
ン
を
発
ち
、
五
月
二
日
、
無
事
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
着
い
た
。 

 
 

「
雲
輧
」
と
は
天
女
の
乗
る
牛
車
の
こ
と
で
、
唐
・
顧
況
の
「
梁
廣
畫
花
歌
」
に
「
王
母
欲
過
劉
徹
家
、
飛
瓊
夜
入
雲
輧
車
」
（
王
母
、

劉
徹
の
家
を
過
ぎ
ら
ん
と
欲
し
、
飛
瓊
、
夜
に
雲
輧
車
に
入
る
）
を
踏
ま
え
る
表
現
で
あ
る
。
初
め
て
電
車
を
見
た
単
士
釐
は
、
電
車
が

安
全
で
且
つ
速
い
こ
と
に
驚
き
、
大
い
に
そ
の
利
便
性
を
賞
賛
し
た
。
単
士
釐
は
近
代
化
し
て
い
く
日
本
に
注
意
を
向
け
た
だ
け
で
な
く
、

「
日
本
竹
枝
詞
」
そ
の
五(

『

受

茲

室

詩

稿

』

巻

上)

に
お
い
て
は
、
玄
関
、
雨
戸
、
御
早
（

お

早

う

）
、
垣
根
、
朝
顔
と
い
っ
た
日
本
製
の
語
彙

を
ふ
ん
だ
ん
に
ち
り
ば
め
た
口
語
に
近
い
言
葉
を
使
い
、
日
本
の
人
情
風
俗
や
日
本
風
の
建
築
な
ど
を
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
に
描
い
て
い
る
。 

四
十
一
歳
に
な
っ
て
初
め
て
海
を
越
え
た
単
士
釐
は
、
自
ら
遭
遇
し
た
明
治
日
本
の
社
会
、
風
俗
な
ど
に
つ
い
て
、
興
味
を
そ
そ
る
詩

を
沢
山
残
し
て
い
る
。
『
受
茲
室
詩
稿
』
巻
上
「
偕
夫
子
游
箱
根
」
（
初
見
電
車
）
そ
の
一
で
は
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。 

 

鄰
右
相
逢
稱
御
早 

 

垣
根
深
處
數
朝
顔 

 

鄰
右 

相
逢
え
ば 

御
早
と
称
し 

 

垣
根
の
深
き
処
に
は 

朝
顔
を
数
ふ 

雲
輧
自
昔
語
無
稽 

竟
有
機
車
路
不
迷 
電
製
汽
蒸
安
且
速 

毋
勞
挽
鹿
過
前
渓
（
雲
輧 

昔
よ
り 

語 

無
稽
な
る
も 

竟
に
機

車
の
路
に
迷
わ
ざ
る
有
り 
 

電
製
の
汽
蒸
は 
安
ら
か
に
し
て
且
つ
速
か
な
り 

鹿
を
挽
く
を
勞
す
る
毋
く
し
て 

前
渓
を
過
ぐ
） 

趁
涼
侵
曉
出
玄
關 

 

雨
戸
初
開
烟
靄
間 

 

涼
を
趁
い 

暁
を
侵
し
て 
玄
関
を
出
づ 

 

雨
戸 

初
め
て
開
く 

烟
靄
の
間 

二 

単
士
釐
の
見
た
日
本
、
そ
の
出
会
っ
た
日
本
の
女
子
教
育
家 
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と
詠
じ
て
い
る
。
「
粲
粲
」
と
は
鮮
や
か
で
盛
ん
な
さ
ま
の
意
で
、
『
詩
経
』
「
小
雅
・
大
東
」
に
「
西
人
之
子
、
粲
粲
衣
服
」(

西
の
方
都

の
人
は
、
麗
し
き
衣
よ
そ
お
ひ
ぬ)

と
あ
る
。
お
正
月
に
な
る
と
鮮
や
か
な
衣
装
を
着
て
羽
子
板
で
羽
根
を
つ
い
て
遊
ぶ
女
の
子
の
様
子
や
、

頬
を
桃
色
に
染
め
た
日
本
女
性
の
健
康
美
は
、
単
士
釐
に
強
い
印
象
を
与
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
中
国
人
は
、
日

本
の
正
月
の
遊
び
や
自
由
奔
放
な
子
供
の
姿
に
、
共
通
し
て
新
鮮
な
感
想
を
抱
い
た
よ
う
で
あ
る
（

注

9
）
。
彼
女
も
ま
た
汽
車
の
中
で
、

唱
歌
を
歌
う
日
本
の
児
童
の
天
真
浪
漫
な
姿
を
目
に
す
る
と
、
お
の
ず
と
中
国
の
子
供
と
の
対
比
に
連
想
が
向
か
っ
た
よ
う
で
、
受
験
勉

強
に
没
頭
し
活
力
を
喪
失
し
た
中
国
の
子
供
の
不
運
を
嘆
く
「
汽
車
中
聞
児
童
唱
歌
」(

『

受
茲

室

詩

稿

』

巻

上)

と
い
う
詩
を
詠
じ
た
。 

明
治
日
本
の
中
で
、
近
代
文
明
と
新
文
化
の
香
り
漂
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
接
し
つ
つ
、
欧
米
列
強
の
半
殖
民
地
に
陥
ら
ん
と
し
て
い

る
中
国
の
子
供
の
未
来
や
、
そ
の
な
す
術
も
な
い
現
状
を
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
単
士
釐
は
焦
燥
を
募
ら
せ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。

少
年
少
女
に
期
待
し
、
強
い
関
心
を
寄
せ
る
点
で
は
、
魯
迅
の
あ
の
有
名
な
「
子
供
を
救
え
」
（
『

狂

人

日

記

』
）

と
い
う
叫
び
と
も
共
通
す
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
詩
の
内
容
か
ら
は
、
日
本
へ
の
憧
憬
と
中
国
の
現
状
に
対
す
る
危
機
感
と
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
た
複
雑
な
眼
差

し
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
へ
の
複
雑
な
眼
差
し
は
、
「
日
本
竹
枝
詞
」
そ
の
十
二
の
床
屋
を
題
材
と
し
た
詩
か
ら
も
窺
え
る
。 

異
国
趣
味
を
満
喫
し
て
い
た
単
士
釐
は
、
「
日
本
竹
枝
詞
」
そ
の
三
に
お
い
て
、
子
供
の
姿
に
焦
点
を
あ
て
て
、
日
本
の
新
春
風
景
を
、 

各
国
の
髪
の
ス
タ
イ
ル
を
熟
知
し
た
床
屋
に
は
入
っ
て
み
た
い
の
だ
が
、
た
だ
「
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
坊
主
」
と
い
う
の
は
、
中
国
人
を
蔑

天
籟
純
然
出
自
由 

清
音
嘹
嚦
發
童
謳 

 

天
籟
は
純
然
と
し
て
自
由
に
出
づ 

清
音
は
嘹
嚦
と
し
て 

童
謳 

発
す 

無
端
桃
頬
呈
雅
點 

 

廣
袖
頻
遮
半
面
春 

 

端
無
く
も 

桃
頬
は
雅
点
を
呈
し 

 

広
袖 

頻
り
に
遮
る 

半
面
の
春 

中
華
孩
稚
生
何
厄 

埋
首
雲
窗
學
楚
囚 

 

中
華
の
孩
稚
は 

生
ま
れ
て
何
の
厄
か
あ
る 

首
を
雲
窓
に
埋
め
て
楚
囚
を
学
ぶ 

華
式
歐
風
皆
上
手 

只
嫌
坊
主
喚
羌
羌 

 

華
式 

欧
風 

皆
上
手
な
る
も 

只
だ
嫌
う 

坊
主 

羌

羌

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

と
喚
ぶ
を 

大
書
檐
額
喜
田
床 

理
髪
師
諳
各
國
長 

 

大
書
せ
る
檐
額
に
は 
喜
田
床
と
あ
り 

理
髪
師
は
諳
ん
ず 

各
国
の
長 

乙
女
衣
装
粲
粲
新 

 

共
抛
羽
子
約
親
隣 

 

乙
女
の
衣
装 

粲
粲
と
し
て
新
た
な
り 

 

共
に
羽
子
を
抛
ち
て 

親
隣
と
約
す 
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ま
た
、
『
受
茲
室
詩
稿
』
巻
上
「
丙
午
秋
留
別
日
本
下
田
歌
子
」
詩
に
「
六
載
交
情
幾
溯
洄
、
一
家
幸
福
荷
栽
培
（
長
子
婦
包
豊
卒
業

於
実
践
女
学
校
）
」
（
六
載 

交
情 

幾
た
び
か
溯
洄
す
、
一
家
幸
福
に
し
て
栽
培
を
荷
う
（
長
子
の
婦
包
豊
は
実
践
女
学
校
を
卒
業
す
）
）

と
あ
る
。
下

田
歌
子
は
明
治
・
大
正
を
代
表
す
る
女
子
教
育
家
で
あ
る
。
単
士
釐
の
長
男
の
嫁
銭
包
豊
は
、
下
田
歌
子
が
創
立
し
た
実
践
女
学
校
の
留

学
生
で
あ
っ
た(

注

11)

。
こ
の
詩
の
内
容
か
ら
、
単
士
釐
は
下
田
歌
子
と
六
年
間
の
親
交
が
あ
り
、
中
国
の
女
子
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
下

田
歌
子
に
並
々
な
ら
ぬ
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
で
女
子
教
育
に
熱
い
思
い
を
傾
け
た
津
田
梅
子
と
下
田
歌

子
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
か
、
中
国
近
代
化
の
荒
波
に
、
単
士
釐
も
彼
女
な
り
に
身
を
も
っ
て
立
ち
向
か
お
う
と
し
、
中
国
に
お
け

る
女
子
教
育
の
啓
蒙
宣
伝
に
か
な
り
力
を
注
い
だ
よ
う
だ
。 

視
し
、
そ
の
心
を
傷
つ
け
る
言
葉
な
の
で
あ
る
（

注

1 0
）
。
し
か
し
作
者
の
視
点
は
、
あ
く
ま
で
も
冷
静
で
客
観
的
で
あ
り
、
中
国
人
と
し

て
日
本
人
か
ら
受
け
た
侮
蔑
に
対
す
る
感
情
の
表
出
は
、
最
小
限
に
留
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
い
る
間
に
単
士
釐
は
大
勢
の
日
本
人
と
出
会
っ
て
い
る
が
、
最
も
注
目
に
値
す
る
人
物
と
し
て
、
女
子
教
育
家
の

津
田
梅
子
と
下
田
歌
子
の
二
人
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
津
田
梅
子
は
一
八
七
一
年
、
欧
米
視
察
の
岩
倉
具
視
大
使
一
行
が
ア
メ
リ

カ
へ
旅
立
つ
際
に
、
募
集
し
た
女
子
留
学
生
の
う
ち
の
最
年
少
で
あ
っ
た
。
帰
国
後
、
津
田
梅
子
は
女
子
教
育
に
尽
力
し
、
地
域
社
会
や

国
際
社
会
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
『
受
茲
室
詩
稿
』
巻
上
「
庚
子
秋
、
津
田
老
者
約
夫
子
偕
予
同
游
金
澤
及
横
須
賀
」
詩
に
「
同
行
有
女

士
、
學
校
秉
師
鐸
（
津
田
梅
子
）
、
東
語
雜
華
語
、
居
然
通
酬
酢
」
（
同
行
に
女
士
有
り
、
学
校
に
て
師
鐸
を
秉
る
（
津
田
梅
子
）
、
東
語
に
華
語
を

雑

え

、

居
然 

酬
酢

を
通
ず
）

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
〇
年
に
単
士
釐
は
津
田
梅
子
と
出
会
い
、
日
本
語
と
中
国
語
を
混
じ
え

な
が
ら
意
見
を
交
わ
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
津
田
梅
子
が
、
先
駆
的
な
私
立
女
子
高
等
教
育
機
関
の
一
つ
で
あ
る
「
女
子
英
学
塾
」
を
設

立
し
た
の
も
、
一
九
〇
〇
年
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

三 

日
本
で
中
国
を
ど
う
見
た
か 
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他
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
自
分
を
映
す
鏡
で
も
あ
る
。
単
士
釐
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
当
然
中
国
の
姿
も
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、

単
士
釐
は
日
本
で
中
国
を
ど
う
見
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
ま
ず
日
本
の
国
民
文
化
と
の
比
較
が
随
所
に
見
ら
れ
る

『
癸
卯
旅
行
記
』
を
取
り
上
げ
よ
う
。
例
え
ば
、
一
九
〇
三
年
、
大
阪
内
国
勧
業
博
覧
会
の
教
育
館
を
見
学
し
た
後
、
日
本
の
成
功
は
、

教
育
の
普
及
、
近
代
学
校
制
度
の
整
備
が
そ
の
根
本
的
な
力
と
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
、
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。 

中
国
の
前
途
に
対
し
て
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
彼
女
は
、
女
性
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
男
女
は
平
等
に
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
積
極
的
に
主
張
し
た
。
こ
の
意
見
が
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
、
一
八
八
七
（

明

治

二

十

）

年
、
時
の
文
部
卿
森
有
礼
は
「
国
家
富
強

の
根
本
は
教
育
に
在
り
、
教
育
の
根
本
は
女
子
教
育
に
在
り
」
（
「
一
中
国
地
方
学
事
巡
視
に
際
し
て
の
説
示
」
）
と
し
て
、
女
子
教
育
を

重
視
す
る
必
要
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
女
子
教
育
を
母
親
教
育
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
女
子
教
育
の
発
展
を
国
家
の
富
強
と
結
び
つ
け

よ
う
と
す
る
単
士
釐
の
主
張
は
（

注

1 2
）
、
維
新
派
の
梁
啓
超
が
提
唱
し
た
「
強
国
強
種
」
（

注

1 3
）

の
理
論
に
沿
う
と
こ
ろ
が
多
い
と
見
ら
れ

る
。
そ
の
意
見
は
、
現
在
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
附
属
的
女
子
教
育
理
論
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
に
お
い
て
は
、
文

明
開
化
の
日
本
の
女
性
政
策
を
し
っ
か
り
受
け
と
め
た
先
進
的
な
主
張
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る(

注

1 4)

。
と
こ
ろ
で
、
勉
学
の
機
会

十
八
日
（
陽
三
月
十
六
日
）
…
日
本
之
所
以
立
于
今
日
世
界
、
由
免
亡
而
躋
于
列
強
者
、
惟
有
教
育
故
。
即
所
以
能
設
立
此
第
五
回

之
博
覧
會
、
亦
以
有
教
育
故
。
…
要
之
教
育
之
意
、
乃
是
為
本
國
培
育
國
民
、
并
非
為
政
府
儲
備
人
材
、
故
男
女
并
重
。
且
孩
童
無

不
先
本
母
教
、
故
論
教
育
根
本
、
女
尤
倍
重
于
男
。
…
中
國
前
途
、
晨
雞
未
唱
、
觀
彼
教
育
館
、
不
勝
感
慨
。
（
十
八
日
（
陽
三
月

十
六
日
）
…
日
本
の
、
今
日
の
世
界
に
立
ち
、
由
り
て
亡
を
免
れ
て
列
強
に
躋の

ぼ

る
所
以
の
者
は
、
惟
だ
教
育
有
る
が
故
な
り
。
即
ち

能
く
此
の
第
五
回
の
博
覧
会
を
設
立
す
る
所
以
も
、
亦
た
教
育
有
る
を
以
て
の
故
な
り
。
…
之
を
要
す
る
に
教
育
の
意
は
、
乃
ち
是

れ
本
国
の
為
に
国
民
を
培
育
す
る
に
し
て
、
并け

っ

し
て
政
府
の
為
に
人
材
を
儲
備
す
る
に
非
ず
、
故
に
男
女
并と

も

に
重
し
。
且
つ
孩
童
は

先
ず
母
の
教
に
本
づ
か
ざ
る
は
無
し
、
故
に
教
育
の
根
本
を
論
ず
れ
ば
、
女
は
尤
も
男
に
倍
重
す
。
…
中
国
の
前
途
は
、
晨
雞
未
だ

唱
え
ず
、
彼
の
教
育
館
を
観
て
、
感
慨
に
勝
え
ず
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
上
） 
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を
奪
わ
れ
て
き
た
中
国
の
女
子
教
育
を
強
く
批
判
す
る
反
面
で
、
彼
女
は
中
国
の
伝
統
的
な
婦
徳
を
大
い
に
評
価
し
て
も
い
る
。
大
阪
で

大
雨
を
冒
し
て
博
覧
会
を
参
観
し
た
時
に
、
息
子
の
嫁
に
諭
し
た
言
葉
を
、
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
上
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

注
目
す
べ
き
は
、
伝
統
的
な
道
徳
と
新
し
い
学
問
の
融
合
を
求
め
る
と
い
う
彼
女
が
高
く
評
価
し
て
い
た
教
育
理
念
は
、
一
八
九
九
年

に
東
京
で
開
校
さ
れ
た
実
践
女
学
校
の
校
則
の
精
神
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
創
立
当
時
の
「
私
立
実
践
女
学
校
規

則
」
第
一
章
第
一
条
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
本
校
は
本
邦
固
有
の
女
徳
を
啓
発
し
、
日
進
の
学
理
を
応
用
し
、
勉
め
て
現
今
の
社
会

に
適
応
す
べ
き
実
学
を
教
授
し
、
賢
母
良
妻
を
養
成
す
る
所
と
す
」
（

注

1 5
）
。
彼
女
が
こ
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
日
本
の
女
子
教
育
の
あ
り
方

に
共
感
す
る
見
解
を
示
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
日
本
滞
在
中
に
、
近
代
日
本
の
女
子
教
育
に
尽
力
し
た
津
田
梅
子
に
出
会
い
、
ま
た
教
育

界
で
大
い
に
活
躍
し
た
下
田
歌
子
と
親
交
を
深
め
、
彼
女
ら
の
教
育
方
針
を
理
想
的
な
も
の
と
認
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
中
で
は
、
具
体
的
な
例
を
取
り
上
げ
て
、
日
中
両
国
の
軍
備
に
対
す
る
重
視
の
程
度
や
教
育
観
念
を
対
照
的

に
比
較
し
つ
つ
、
中
国
を
憂
う
る
陰
鬱
た
る
思
い
を
綴
っ
て
い
る
。 

二
十
二
日
（
陽
三
月
二
十
日
）
大
雨
竟
日
、
予
等
冒
雨
遊
博
覧
會
。
…
…
中
國
婦
女
本
罕
出
門
、
更
無
論
冒
大
雨
歩
行
于
稠
人
廣
衆

之
場
。
予
因
告
子
婦
曰
：
今
日
之
行
爲
拓
開
知
識
起
見
。
雖
躑
躅
雨
中
、
不
爲
越
禮
、
況
爾
侍
舅
姑
而
行
乎
？
但
歸
東
京
後
、
當
恪

守
校
規
、
…
…
予
謂
論
婦
徳
究
以
中
國
爲
勝
、
所
恨
無
學
耳
。
東
國
人
能
守
婦
徳
、
又
益
以
學
、
是
以
可
貴
。
（
二
十
二
日
（
陽
三

月
二
十
日
）
大
雨
、
日
を
竟お

う
、
予
等
、
雨
を
冒
し
て
博
覧
會
に
遊
ぶ
。
…
…
中
國
の
婦
女
は
本
よ
り
門
を
出
づ
る
こ
と
罕
な
り
、

更
に
大
雨
を
冒
し
て
稠
人
広
衆
の
場
に
歩
行
す
る
は
論
無
し
。
予
因
り
て
子
婦
に
告
げ
て
曰
く
：
今
日
の
行
は
知
識
を
拓
開
し
て
見

を
起
こ
す
が
為
な
り
。
雨
中
に
躑
躅
す
と
雖
も
、
礼
を
越
ゆ
と
為
さ
ず
、
況
ん
や
爾
は
舅
姑
に
侍
し
て
行
く
を
や
。
但
だ
東
京
に
帰

り
て
後
は
、
当
に
校
規
を
恪
守
す
べ
し
、
…
…
予
謂
え
ら
く
、
婦
徳
を
論
ず
れ
ば
究つ

い

に
中
国
を
以
て
勝
れ
り
と
為
す
、
恨
む
所
は
学

無
き
の
み
。
東
国
の
人
は
能
く
婦
徳
を
守
り
、
又
益
す
に
学
を
以
て
す
、
是
を
以
て
貴
ぶ
べ
し
と
。
） 

去
歳
日
本
横
須
賀
造
成
一
軍
艦
、
舉
進
水
式
、
仿
西
例
延
男
女
賓
。
予
婦
以
女
學
生
故
、
蒙
女
校
長
挈
之
往
、
列
女
賓
之
末
座
、
亦
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横
須
賀
で
西
洋
の
制
度
に
倣
っ
た
軍
艦
の
進
水
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
あ
ま
り
に
も
軍
備
に
無
感
心
で
、
知
識
欲

に
欠
け
た
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
彼
女
の
目
に
映
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
日
本
で
連
続
的
に
受
け
た
強
烈
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
は
、

単
士
釐
に
伝
統
的
な
女
性
観
の
改
造
を
促
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
日
本
の
後
を
追
う
た
め
に
中
国
の
女
性
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
知

識
だ
け
で
は
な
い
、
閉
鎖
的
な
社
会
か
ら
勇
敢
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
世
界
に
飛
び
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
、
と
単
士

釐
は
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
女
は
上
海
か
ら
故
郷
＠
石
に
帰
省
し
た
時
、
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
上
の
中
で
、
日
本
で
自

分
が
い
か
に
開
放
的
な
気
分
に
浸
れ
た
か
を
吐
露
し
、
狭
苦
し
い
閨
中
か
ら
歩
み
出
よ
と
中
国
の
女
性
を
励
ま
し
て
い
る
。 

去
歳
、
日
本
の
横
須
賀
に
一
軍
艦
を
造
成
し
、
進
水
式
を
挙
げ
、
西
例
に
仿
い
て
男
女
の
賓
を
延
ぶ
。
予
の
婦
、
女
学
生
な
る
を
以

て
の
故
に
、
女
校
長
の
之
を
挈ひ

き
て
往
く
を
蒙
り
、
女
賓
の
末
座
に
列
し
、
亦
た
予
も
其
の
造
法
・
用
法
を
聞
く
を
得
た
り
。
而
し

て
予
、
屡
し
ば
呉
淞
口
を
経
る
に
、
外
子
、
毎
に
所
謂
「
海
容
」
、
「
海
圻
」
な
る
者
を
指
さ
し
て
曰
く
：
此
れ
中
国
の
新
軍
艦
な
り

と
。
我
が
婦
女
輩
の
登
る
を
獲
ざ
る
は
論
無
く
、
即
ち
外
子
も
亦
た
未
だ
嘗
て
登
覧
せ
ず
。
以
て
異
國
の
毎
艦
の
炮
数
、
炮
力
、
速

率
、
船
質
、
必
ず
一
一
詳
播
に
し
、
惟
だ
人
の
知
ら
ざ
る
を
恐
る
る
者
に
視く

ら

ぶ
れ
ば
、
相
去
る
こ
と
何
如
ぞ
や
！ 

得
予
聞
其
造
法
用
法
。
而
予
屢
經
呉
淞
口
、
外
子
毎
指
所
謂
「
海
容
」
、
「
海
圻
」
者
曰
：
此
中
国
新
軍
艦
也
。
無
論
我
婦
女
輩
不
獲

登
、
即
外
子
亦
未
嘗
登
覽
。
以
視
異
國
之
毎
艦
炮
數
、
炮
力
、
速
率
、
船
質
、
必
一
一
詳
播
、
惟
恐
人
不
知
者
、
相
去
何
如
耶
！ 

中
國
婦
女
向
以
歩
行
為
艱
、
予
幸
不
病
此
。
當
在
東
京
、
歩
行
是
常
事
。
辛
丑
寓
居
鎌
倉
、
游
建
長
寺
則
攀
樹
陟
巓
、
賞
金
澤
牡
丹

則
繞
行
湖
壖
、
恒
二
三
十
里
。
然
在
中
國
、
則
勢
有
所
不
能
。
此
＠
石
為
幼
年
成
長
之
地
、
…
…
故
特
以
歩
行
風
同
里
婦
女
。
（
中

国
の
婦
女
は
向さ

き

に
歩
行
を
以
て
艱
し
と
為
す
も
、
予
は
幸
い
に
此
を
病
ま
ず
。
東
京
に
在
る
に
当
り
て
は
、
歩
行
は
是
れ
常
事
な
り
。

辛
丑
、
鎌
倉
に
寓
居
し
、
建
長
寺
に
游
べ
ば
則
ち
樹
に
攀
じ
巓
に
陟
り
、
金
澤
の
牡
丹
を
賞
づ
れ
ば
則
ち
湖
壖
を
繞
行
す
る
こ
と
、

恒
に
二
三
十
里
な
り
。
然
れ
ど
も
中
国
に
在
れ
ば
、
則
ち
勢
い
能
く
せ
ざ
る
所
有
り
。
此
の
＠
石
は
幼
年
成
長
の
地
た
り
、
…
…
故

に
特
に
歩
行
を
以
て
同
里
の
婦
女
に
風
す
。
） 
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し
か
し
、
外
界
と
の
隔
絶
を
徹
底
的
に
拒
む
姿
勢
を
示
し
た
単
士
釐
は
、
自
身
は
纏
足
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
曾
有
の
海

外
旅
行
を
行
っ
て
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
へ
の
旅
立
ち
を
契
機
と
し
て
、
単
な
る
身
体
的
な
束
縛
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
封
建
制
度
下
の
清
国
と
い
う
社
会
環
境
に
加
え
て
、
女
性
の
本
来
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
圧
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
ゆ
え
に
、

中
国
の
女
性
は
不
自
由
な
生
き
方
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
認
識
を
彼
女
は
抱
く
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。 

鋭
い
観
察
眼
と
鮮
や
か
な
描
写
力
は
、
彼
女
の
日
本
見
聞
記
を
読
む
と
誰
し
も
痛
感
す
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
旅
し
た
地

域
の
特
徴
や
外
か
ら
見
た
祖
国
像
を
自
国
民
に
伝
え
た
い
と
い
う
彼
女
の
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
か
つ
て
単
士
釐
は
夫
と
共
に
金

沢
や
横
須
賀
を
見
学
し
た
後
、
「
寄
語
深
閨
侶
、
療
俗
急
需
薬
。
劬
學
當
斯
紀
（
英
人
論
十
九
世
紀
為
婦
女
世
界
、
今
已
二
十
世
紀
、
吾

華
婦
女
不
可
不
勉
旃
）
、
良
時
再
來
莫
」
「
語

を

深

閨

の

侶

に

寄

す

、

俗

を

療

す

に

急

に

薬

を

需

む

。

劬

学 

当

に

斯

の

紀

な

る

べ

し

（

英

人

は

十

九

世

紀

を

論

じ

て

婦

女

の

世

界

と

為

す

、

今

は

已

に

二

十

世

紀

な

り

、

吾

が

華

の

婦

女

は

こ

れ

を

勉

め

ざ

る

べ

か

ら

ず

）
、

良

時

は

再

び

來

る

こ

と

莫

し

」
（

注

1 6
）

と
叫
ん
で
、
新
し

い
二
十
世
紀
を
迎
え
る
に
は
随
分
と
遅
れ
た
現
状
に
あ
る
中
国
の
女
性
に
対
し
て
、
警
鐘
を
鳴
ら
さ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け

女
性
に
関
心
を
寄
せ
た
単
士
釐
は
、
自
分
の
生
き
方
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
っ
て
次
の
如
く
記
す
。 

ま
た
、
中
国
女
性
の
纏
足
は
、
中
国
の
本
質
的
な
病
根
の
一
つ
で
あ
り
、
絶
対
に
禁
止
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
、
彼
女
は
『
癸
卯
旅

行
記
』
巻
上
に
お
い
て
、
「
十
三
日
（
陽
四
月
十
日
）
…
…
席
間
談
衛
生
事
、
因
諄
戒
纏
足
、
群
以
為
然
」
「
十
三
日
（
陽
四
月
十
日
）
…

…
席
間
、
衛
生
の
事
を
談
じ
、
因
り
て
諄
ろ
に
纏
足
を
戒
め
、
群
は
以
て
然
り
と
為
す
」
と
語
っ
て
い
る
。 

 

回
憶
歳
在
己
亥
（
光
緒
二
十
五
年
）
、
外
子
駐
日
本
、
予
率
兩
子
繼
往
、
是
爲
予
出
疆
之
始
。
嗣
是
庚
子
、
辛
丑
、
壬
寅
間
、
無
歳

不
行
、
或
一
航
、
或
再
航
、
往
復
既
頻
、
寄
居
又
久
、
視
東
國
如
郷
井
。
今
癸
卯
、
外
子
將
蹈
西
伯
利
之
長
鐡
道
而
爲
歐
俄
之
遊
、

予
喜
相
偕
。
十
餘
年
來
、
予
日
有
所
記
、
未
嘗
間
斷
、
顧
瑣
細
無
存
者
。
惟
此
一
段
旅
行
日
記
、
歴
日
八
十
、
行
路
逾
二
十
萬
、
履

四 

単
士
釐
が
目
指
し
た
も
の 
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以
上
、
帝
制
晩
期
か
ら
近
代
へ
の
過
渡
期
を
生
き
た
単
士
釐
の
、
主
と
し
て
日
本
に
関
わ
る
文
学
活
動
を
眺
め
て
き
た
。
日
本
に
お
け

る
彼
女
の
文
学
活
動
は
、
常
に
夫
と
行
動
を
共
に
す
る
外
交
使
節
夫
人
と
い
う
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、

中
国
に
い
る
の
と
は
違
っ
て
、
閉
じ
ら
れ
た
「
内
」
の
世
界
に
も
、
新
し
い
快
適
な
生
活
ス
タ
イ
ル
や
、
西
洋
式
の
時
間
シ
ス
テ
ム(

注

1 7)

、

序
文
の
最
後
の
部
分
に
注
目
す
れ
ば
、
単
士
釐
は
、
旅
日
記
の
出
版
を
通
し
て
、
時
勢
に
無
関
心
な
中
国
女
性
の
自
覚
を
促
し
、
民
智

未
開
の
中
国
人
の
冒
険
心
を
喚
起
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
「
或
亦
覽
此
而
起
遠
征
之
羨
乎
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、

中
国
に
お
け
る
『
癸
卯
旅
行
記
』
の
刊
行
が
、
『
単
騎
遠
征
録
』
の
女
性
版
と
も
言
え
る
よ
う
な
、
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
彼
女
の
意
気
込
み
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
女
の
異
国
見
聞
は
、
多
く
の
女
性
に
外
を
眺
め
る
視
野
を
開
か

せ
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
、
新
し
い
文
明
を
摂
取
す
る
こ
と
に
た
め
ら
い
、
或
い
は
そ
れ
を
排
斥
し
て
い
た
人
た
ち
に
さ
え
、
近
代
的
国

家
の
具
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
巧
み
に
提
供
し
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 

 

國
凡
四
、
頗
可
以
廣
聞
見
、
録
付
并
木
、
名
曰
『
癸
卯
旅
行
記
』
。
我
同
胞
婦
女
、
或
亦
覽
此
而
起
遠
征
之
羨
乎
？
跂
予
望
之
。 

回
憶
す
る
に
、
歳
、
己
亥
（
一
八
九
九
）

に
在
り
、
外
子
（
夫
君
）
、
日
本
に
駐
ま
り
、
予
、
両
子
を
率
い
て
継
ぎ
往
く
、
是
れ
を
予
が

出
疆
の
始
め
と
為
す
。
是
に
嗣
い
で
庚
子
、
辛
丑
、
壬
寅
の
間
、
歳
と
し
て
行
か
ざ
る
無
く
、
或
い
は
一
航
し
、
或
い
は
再
航
し
て
、

往
復
既
に
頻
り
に
し
て
、
寄
居
す
る
こ
と
も
又
久
し
く
、
東
国
を
視
る
こ
と
郷
井
の
如
し
。
今
、
癸
卯
、
外
子
、
将
に
西
伯
利

シ

ベ

リ

ア

の
長

鉄
道
を
蹈
み
て
欧
俄
の
遊
を
為
さ
ん
と
し
、
予
も
喜
ん
で
相
偕
に
す
。
十
余
年
來
、
予
、
日
に
記
す
る
所
有
り
て
、
未
だ
嘗
て
間
断

あ
ら
ざ
る
も
、
顧
み
る
に
瑣
細
に
し
て
存
す
る
者
無
し
。
惟
だ
此
の
一
段
の
旅
行
日
記
は
、
日
を
歴
る
こ
と
八
十
、
行
路
は
二
十
万

を
逾
え
、
国
を
履
む
こ
と
凡
そ
四
、
頗
る
以
て
聞
見
を
広
む
べ
く
、
録
し
て
并
木
に
付
し
て
、
名
づ
け
て
『
癸
卯
旅
行
記
』
と
曰
う
。

我
が
同
胞
婦
女
、
或
い
は
亦
た
此
れ
を
覽
て
遠
征
の
羨
を
起
さ
ん
か
？

跂
つ
ま
だ

ち
て
予
、
之
を
望
む
。 

 
 

(

『
癸
卯
旅
行
記
』
自
序) 

お
わ
り
に 

 12



更
に
は
物
見
遊
山
に
至
る
ま
で
、
変
化
の
兆
し
は
着
実
に
単
士
釐
の
生
活
に
侵
入
し
つ
つ
あ
っ
た
。
さ
ら
に
夫
婦
関
係
に
も
大
き
な
変
化

が
起
こ
り
、
妻
は
「
外
」
の
世
界
や
出
来
事
に
つ
い
て
、
意
見
の
交
換
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
夫
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
も

得
た(

注

1 8)
。
海
外
で
の
外
交
使
節
夫
人
の
活
躍
は
、
私
的
領
域
を
本
来
の
活
躍
の
場
と
定
め
ら
れ
て
い
た
女
性
が
、
そ
の
活
躍
の
場
や
文

学
創
作
の
題
材
を
、
公
的
領
域
に
ま
で
広
げ
た
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
に
敗
れ
た
中
国
は
、
日
本
を
媒
介
と

し
て
西
洋
の
制
度
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
風
潮
の
中
で
、
中
国
知
識
人
に
よ
る
東
遊
日
記
が
夥
し
く
産
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

東
遊
日
記
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
、
唯
一
女
性
の
手
に
な
る
も
の
が
、
『
癸
卯
旅
行
記
』
で
あ
る
。
単
士
釐
は
女
性
旅
行
者
と
し

て
の
立
場
か
ら
、
日
本
の
諸
相
を
生
活
の
実
感
を
通
し
て
文
学
的
情
熱
を
注
い
で
描
い
た
た
め
、
そ
れ
は
お
の
ず
と
、
国
家
組
織
に
繋
が

り
を
持
つ
立
場
か
ら
男
性
文
人
が
著
し
た
日
本
考
察
記
の
晦
渋
な
内
容
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
彼
女
の
日
本
見
聞
記

録
は
読
者
に
異
国
情
緒
を
楽
し
ま
せ
る
一
方
で
、
清
国
に
新
思
潮
を
紹
介
す
る
役
割
を
も
巧
み
に
果
た
し
た
の
で
あ
る
。 

清
末
に
は
、
王
朝
体
制
の
動
揺
に
伴
っ
て
、
伝
統
的
な
女
性
観
は
強
い
打
撃
を
受
け
つ
つ
あ
っ
た
。
単
士
釐
の
女
子
教
育
の
重
要
性
と

纏
足
廃
止
の
主
張
は
、
維
新
派
文
人
の
康
有
為
、
梁
啓
超
、
譚
嗣
同
ら
の
意
見
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
単
士
釐
は
新
知
識
と

共
に
、
伝
統
的
な
道
徳
の
重
要
さ
を
も
強
調
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
新
旧
の
思
想
が
入
り
混
じ
っ
た
清
末
小
説
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
『
二
十
年
目
睹
之
怪
現
状
』(

一

九

〇

三)
の
「
姐
姐
」
や
『
新
石
頭
記
』(

一

九

〇

五)

の
「
東
方
美
」
は
、
い
ず
れ
も
呉
趼
人

に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
、
家
の
枠
を
こ
え
視
野
を
広
げ
よ
う
と
す
る
意
識
を
持
ち
つ
つ
も
、
伝
統
的
な
礼
儀
を
守
る
と
い
う
一
種
の

理
想
的
女
性
像
で
あ
る
。
「
内
助
の
功
」
と
い
う
役
割
を
徹
底
的
に
果
た
し
た
単
士
釐
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
極
に
位

置
す
る
「
ニ
ュ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
女
性
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
〇
三
年
、
金
天
翮
は
中
国
女
性
の
た
め
に
自
由
の
鐘
、

革
命
の
鐘
を
打
ち
鳴
ら
そ
う
と
し
て
『
女
界
鐘
』
を
著
し
た
。
一
九
〇
四
年
、
『
癸
卯
旅
行
記
』
が
完
成
し
た
後
、
革
命
運
動
や
男
女
平

権
を
主
張
す
る
秋
瑾
の
『
精
衛
石
』
が
『
中
国
女
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
（

一

九

〇

八

年

）
。
単
士
釐
の
人
生
そ
の
も
の
と
同
じ
く
、
彼
女
の
日

本
体
験
に
基
づ
い
た
著
作
は
、
中
国
に
お
け
る
伝
統
と
近
代
の
狭
間
に
生
じ
た
葛
藤
を
具
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
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注
： 

女
の
作
品
に
は
、
時
代
精
神
の
表
現
と
し
て
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
中
国
女
性
の
手
に
な
る
日
本
社
会
を
観
察
し
た
最

初
の
文
学
作
品
と
し
て
も
、
単
士
釐
の
著
作
は
、
中
国
女
流
文
学
史
の
な
か
で
相
応
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

（

7
）
梁
乙
真
編
『
清
代
婦
女
文
學
史
』
（
台
湾
中
華
書
局 

一
九
七
九
年
）
の
「
第
四
編
第
一
章
第
二
節
」
に
、
「
湘
郷
曾
文
正
公
之
女
紀
耀
、
光
緒
間
隨

（

6
）
胡
文
楷
『
歴
代
婦
女
著
作
考
』
（
上
海
古
籍
出
版
社 

一
九
八
五
年
）
の
「
附
編
、
現
代
」
に
、
「
『
癸
卯
旅
行
記
』
三
巻
、
一
九
〇
四
年
日
本
同
文
印

刷
舎
排
印
本
」
と
あ
る
。 

（

5
）
呂
順
長
編
著
、
王
寶
平
主
編
『
晩
清
中
国
人
日
本
考
察
記
集
成
：
教
育
考
察
記
』
（
杭
州
大
学
出
版
一
九
九
九
年
）
の
「
総
序

（
王
寶
平
）
」
に
よ
る
。 

（

4
）
鍾
叔
河
『
走
向
世
界
：
近
代
中
國
知
識
分
子
考
察
西
方
的
歴
史
』
（
北
京
中
華
書
局 

二
〇
〇
〇
年
）
の
第
八
章
「
羅
森
見
日
本
開
国
」
を
参
照
。 

（

3
）
東
遊
日
記
と
い
う
語
に
関
し
て
、
佐
藤
三
郎
氏
は
、
「
そ
の
書
名
を
単
に
こ
の
四
字
を
記
し
て
い
る
も
の
の
ほ
か
に
、
そ
れ
に
著
者
の
名
前
を
冠
せ
た

も
の
、
旅
行
年
を
冠
せ
た
も
の
、
視
察
対
象
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
書
名
中
に
「
東
遊
」
ま
た
は
「
東
游
」
の
二
字
を
入
れ
て
い
る
も
の
が
比
較
的

に
多
い
の
で
、
こ
う
し
た
日
記
類
の
研
究
に
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
故
実
藤
恵
秀
先
生
は
、
こ
れ
ら
の
総
称
と
し
て
「
東
遊
日
記
」
と
い
う
語
を
用
い
ら
れ
、

そ
れ
が
一
般
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
佐
藤
三
郎
『
中
国
人
の
見
た
明
治
日
本
―
東
遊
日
記
の
研
究
』
東
方
書
店 

二
〇
〇
三
年
）
。 

（
２
）
永
江
正
直
著
、
単
士
釐
訳
『
女
子
教
育
論
』
（
清
光
緒
二
十
七
年
至
三
十
年
、
教
育
世
界
社
排
印
本
）
は
一
橋
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
受
茲
室

詩
稿
』
巻
中
「
丙
午
秋
留
別
日
本
下
田
歌
子
」
詩
の
「
傳
播
徽
音
愧
譯
才
」
と
い
う
句
に
は
、
「
曾
譯
君
所
著
『
家
政
学
』
付
刊
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。 

（
１
）
本
稿
で
使
用
し
た
単
士
釐
『
受
茲
室
詩
稿
』
は
、
一
九
八
六
年
に
湖
南
文
芸
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
陳
鴻
祥
校
点
本
で
あ
る
。
底
本
は
一
九
四
二

年
に
単
士
釐
が
羅
守
撰
（
羅
振
玉
の
姪
）
に
贈
っ
た
抄
本
で
あ
る
。
な
お
、
黄
湘
金
「
簡
論
単
士
釐
詩
集
版
本
―
附
『
受
茲
室
詩
稿
』
校
記
」
（
『
図
書
館

雑
誌
』
二
〇
〇
六
年
第
二
期
）
に
は
、
上
海
復
旦
大
学
図
書
館
に
『
受
茲
室
詩
稿
』
の
稿
本
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
陳
鴻
祥
校
点
本
よ
り
優
れ
て
い
る
と

い
う
指
摘
が
見
え
る
。 

 

 14



（

18
）
単
士
釐
は
か
つ
て
夫
の
た
め
に
日
本
語
の
通
訳
を
務
め
て
い
る
。
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
中
に
「
日
本
之
代
理
貿
易
事
務
官
鈴
木
陽
之
助
君
及
外
務
書
記

生
佐
佐
木
静
君
來
訪
、
予
亦
出
見
、
為
外
子
傳
譯
」
と
あ
る
。 

（

17
）
『
癸
卯
旅
行
記
』
に
お
い
て
、
単
士
釐
は
中
国
式
日
付
け
と
西
洋
式
時
間
が
入
り
混
じ
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
が
、
彼
女
は
日
本
の
標
準
化
さ

れ
た
時
間
シ
ス
テ
ム
に
魅
了
さ
れ
「
自
履
日
本
、
於
家
中
会
計
用
陽
暦
、
便
得
無
窮
便
利
」
（
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
中
）
と
言
っ
て
い
る
。 

（

16
）
『
受
茲
室
詩
稿
』
巻
上
「
庚
子
秋
、
津
田
老
者
約
夫
子
偕
予
同
遊
金
澤
及
横
須
賀
」
詩
。 

（

15
）
『
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
』
（
実
践
女
子
学
園
八
十
年
史
編
纂
委
員
会 

実
践
女
子
学
園
出
版 

一
九
八
一
年
）
を
参
照
。 

（

14
）
そ

の
後
、
一
九
〇
七
年
に
中
国
は
「
女
子

師
範
學
堂
章
程
」
を
発
布

し
た
が
、
そ

の
中
で
や
は
り
「
故
凡
學
堂
教
育
、
必
有
以
最
完
善
之
家
庭
教
育
、

…
而
欲
家
庭
教
育
之
良
善
、
端
頼
賢
母
…
」
と
言
っ
て
い
る
。 

（

13
）
梁
啓
超
「
論
女
學
」
（
『
飲
氷
室
文
集
』 

台
湾
中
華
書
局 

一
九
七
〇
年
）
を
参
照
。 

（

12
）
『
受
茲
室
詩
稿
』
巻
上
「
辛
丑
春
日
偕
夫
子
陪
夏
君
地
山
伉
儷
游
江
島
再
歩
前
韻
」
詩
に
「
欲
培
佳
種
先
諸
母
」
と
あ
る
。 

（

11
）
『
中
国
人
女
性
の
日
本
留
学
史
研
究
』
第
一
章
に
「
一
九
〇
〇
年
に
銭
豊
保
（
豊
子
、
豊
侏
）
が
来
日
し
、
一
九
〇
一
年
秋
、
下
田
歌
子
設
立
の
実
践

女
学
校
に
入
学
し
た
」
と
あ
る
（
周
一
川
著
、
国
書
刊
行
会 

二
〇
〇
〇
年
）
。 

（

10
）
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
中
国
政
府
か
ら
最
初
の
官
費
留
日
学
生
十
三
人
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
う
ち
四
人
は
ま
も
な
く
帰
国
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
第
一
の
原
因
は
「
日
本
の
子
供
か
ら
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
坊
主
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
坊
主
と
い
っ
て
ひ
や
か
さ
れ
た
た
め
、
第
二
に
は
、
…
…
」
と
、

実
藤
恵
秀
は
指
摘
し
て
い
る
（
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
く
ろ
し
お
出
版 

一
九
七
〇
年
増
補
版
、
三
十
八
頁
）
。 

（

9
）
黄
遵
憲
『
日
本
雑
事
詩
』
（
実
藤
恵
秀
、
豊
田
穣

譯
、
平
凡
社
一
九
六
八
年
︶
「
正
月
の
遊
び
」
、
「
幼
稚
園
」
の
内
容
を
参
照
。 

（

8
）
『
癸
卯
旅
行
記
』
巻
下
に
「
予
昔
年
初
習
日
本
文
時
、
曾
試
筆
譯
福
島
安
正
君
（
今
少
將
）
『
単
騎
遠
征
録
』
」
と
。 

其

兄

劼

剛

侍
郎

、

出

使
英
法

、

歿

於

西
洋

旅

次

、
有
紫

琅

玕

院

遺

稿

二

十

篇
」
と

あ

る

。
ま
た

、
『
湘
郷
曾
氏

文

献
』
第
十

冊

（
学
生
書

局 

一
九

六

五

年
）
に
、
曾
紀
耀
か
ら
妹
宛
て
の
手
紙
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
で
の
見
聞
に
は
殆
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 
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